
 

                 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行日：26 年 1 月 

取手北相馬保健医療センター 
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取手北相馬保健医療センター 

医師会病院  

院長   鈴木 武樹 

 

新年明けましておめでとうございます。旧年中は、当院創立

30 周年を迎え、皆様には大変お世話になりました。私の所属科

である外科に関しますと、手術総数 344 例と過去最多となりま

した。力を入れている腹腔鏡手術においては、H23 年 46 例、

H24 年 79 例、H25 年 112 例と順調な増加を認めました。 

日本乳がん学会認定施設を取得し１年経ちましたが乳がん手術例も 34例と過去最多の症

例数でした。学会発表は研究会を含め１4 回でした。また国立がん研究センター東病院と

の連携を図り当地域の緩和ケアを要するケースを積極的に受け入れるように努めまし

た。緩和ケアに関しますとさらに取手市医師会の在宅ネットワークとの連携を強化し、

がんセンターから当院、当院から在宅へとのスムースな移行ができるよう在宅主治医先

生方とカンファの機会を設けました。 

さて、新年の朗報として皆様に伝えられることは、1 取手市医師会の公益法人化、２筑

波大学寄附講座設置の二点があります。公益法人化につきましては、取手市医師会より

の説明があると思いますのでここでは割愛させていただきます。寄附講座設置に関しま

しては、２月５日大学との調印式が決定しています。26 年度しかるべき時期に筑波大学

より複数名の医師が就任され当院内に講座を設置し、地域医療を推進していくこととな

ります。詳細につきましては今後随時報告させていただきます。 

もちろん看護師旧年中は不足、病棟閉鎖、健全な病院経営等解決しなければならない問

題が数多くあります。私も肝をすえてかかる所存であります。ますます皆様のお力が必

要となります。今年も宜しくお願いします。 

                  

年頭のご挨拶 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年にあたって 

 

 

 

 

取手北相馬保健医療センター 

医師会病院 

副院長 渡邉 寛 

 

     謹んで新年のお慶びを申し上げます。旧年中は多くのご紹介 

支援を賜り、厚く御礼申しあげます。さて、院長のご挨拶にも 

ございましたように画期的な展開が期待されます。そこには多 

くの課題がございますが、鈴木院長のもとでスタッフ一同が力 

を合わせて必ずや解決し前進してまいります。 

折しも、地域医療が大きく変貌していくべき時期です。機能評価を受け”自らを客観

的に見る習慣”を身につけ、筑波大学の寄付講座設置によってこれに磨きをかけていく

べきと存じます。また、医師会の皆様の地域医療へのたゆまぬご尽力、在宅ネットワー

ク構築と従来の日本大学との強い結びつきと寄付講座を介して筑波大学の先端医療と

学識を活用させて頂き、新しい高品質で効率のよい地域医療確立を目指してまいりま

す。 

松崎茨城県医師副会長、真壁会長がご尽力なさっている iSN（いばらき安心ネット）に

参加させて頂き、当院の電子カルテシステムと地域連携システムの運用経験を活かして

いきたいと考えております。 

 ゆくゆくは、iSN と在宅ネットワーク、院内電子カルテの情報交換に加えて大学病院 

との連携強化により、新しい地域医療のモデルを提案できないかと初夢を見ておりま

す。分を超えた夢ではございますが医師会の皆様と共に、地域の患者様のために前進し

てまいりたいと決意を新たにしております、どうか以前にも増してのご支援とご鞭撻を

お願い申しあげます。 

 

            

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療連携室の場所が移動しました 

医療連携室では、紹介患者さまがスムーズにまた安心して受診をしていただけるよ

うに、外来総合窓口の隣（旧薬剤科）へ移転し、紹介患者さま専用窓口や面談スペー

スを設け新たに業務を行っております。 

会員先生方や患者さまには何かとご不便をお掛けいたしておりましたが、地域支援

病院の窓口として連携を大切にし、皆様のご期待に応えられるよう頑張ってまいりま

すので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

舟田 知也（ふなだ ともや） 先生       入職日 平成 26 年 1 月１日 

 

日本大学医学部卒業 消化器外科 

診察日時 火、水、土曜日 午前 

 

1 月 1 日より外科に着任いたしました舟田知也と申します。 

日本大学の出身です。 

大学では大腸癌手術を主に担当してまいりました。 

前任の萩原先生と同様に積極的な手術治療で地域の皆様のお役にたてればと思っております。 

また手術のみならず術後の経過についても丁寧な診察を心がけていく所存であります。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

常勤医師紹介（新規） 



 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

      

 

 

     

      

 

 

 

 

 

 

外来診療の変更について

  

2 月１日より外科 萩原謙先生の異動に伴い、外来診療に変更がございます。 

 後任の医師は舟田 知也先生となります。 

 今後も引き続きご紹介をよろしくお願いいたします。 

  また、内科 岩崎正彦先生が都合によりしばらくの間、外来診療を休診致します。 

別紙の診療案内をご参照くださいますようお願い申し上げます。 

  

編集：医療連携室 

TEL:０２９７ｰ７８ｰ６１８３(直通） 

TEL:０２９７ｰ７８ｰ６１１１(代表) 

FAX:０２９７ｰ７８ｰ６１８４ 

 

取手医師病院の理念 Heart（心・優しさ） 

H －優しさに溢れた医療（Hospitality） 

E －迅速で効率的な医療（Efficient） 

A －向学心に満ちた医療（Academic） 

R －充実した地域医療（Regional） 

T －信頼感のある医療（Trustful） 

 


